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（百万円未満切捨て）

１．平成23年3月期第1四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年6月 30日）
（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年 3月期第1四半期 1,495 44.3 102 ― 90 ― 81 ―
22年3月期第1四半期 1,036 △20.0 △137 ― △118 ― △119 ―

１株当たり
四半期純利益

潜 在 株 式 調 整 後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

23年 3月期第1四半期 2 71 ―
22年 3月期第1四半期 △3 97 ―

（２）財政状態

総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年 3月期第1四半期 8,061 3,876 48.1 128 67
22年 3月期 8,038 3,839 47.8 127 45

(参考)自己資本 23年3月期第1四半期 3,876百万円 22年3月期 3,839百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年 3月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00
23年 3月期 ―

23年3月期(予想) 0 00 ― 0 00 0 00

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無

３．平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,600 22.5 20 ― 10 ― 0 ― 0 00
通 期 5,400 15.9 140 ― 120 ― 100 ― 3 32

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：無



４．その他 （詳細は、【添付資料】P3「２．その他の情報」をご覧ください。）

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有

② ①以外の変更 ：無

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、

表示方法等の変更の有無となります。

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年3月期1Ｑ 30,276,266 株 22年3月期 30,276,266 株

② 期末自己株式数 23年3月期1Ｑ 152,090 株 22年3月期 149,236 株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年3月期1Ｑ 30,125,436 株 22年3月期1Ｑ 30,134,187 株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半
期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりま
せん。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際
の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。
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１．当四半期の業績等に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報
当第１四半期会計期間におけるわが国の経済は、海外経済や企業収益の改善により、持ち直しの動きが見ら

れましたものの、欧州を中心とした海外景気の下振れ懸念など、依然として先行き不透明な状況で推移いたし
ました。
このような情勢のもとで、当社は新規事業の事業化及び新製品の拡販に全力を傾注し、業績の早期回復と収

益構造の変革に懸命に取り組んでまいりました。
その結果、市況の回復や新製品の採用決定などの成果により、当第１四半期会計期間の売上高は、前年同期

を大幅に上回る1,495百万円（前年同期比44.3％増）となりました。一方、損益面につきましては、売上高の
増加及び設備稼働率の上昇などにより、営業利益は102百万円（前年同期は営業損失137百万円）、経常利益は
90百万円（前年同期は経常損失118百万円）、四半期純利益は81百万円（前年同期は四半期純損失119百万円）
となりました。

セグメント別の概況は、次のとおりであります。

（酸化チタン）

高付加価値品の超微粒子酸化チタンは、新規採用などにより出荷数量が順調に増加いたしました。また、コ
ンデンサー向けなどの既存製品につきましても市況の回復により出荷数量が大幅に増加いたしました。
以上の結果、当セグメントの売上高は943百万円となり、営業利益は77百万円となりました。

（酸 化 鉄）

酸化鉄につきましては、トナー向け新製品の出荷数量が大幅に増加いたしました。また、塗料向けやトナー
向けの既存製品につきましても市況の回復により出荷数量が順調に増加いたしました。
以上の結果、当セグメントの売上高は535百万円となり、営業利益は18百万円となりました。

（２）財政状態に関する定性的情報
①資産、負債、純資産の状況
資産につきましては、製品、有形固定資産、投資有価証券、関係会社長期貸付金の減少があったものの、受

取手形及び売掛金の増加、仕掛品の増加などから、当第１四半期会計期間末8,061百万円と前事業年度末と比
べて23百万円増加いたしました。
負債につきましては、支払手形及び買掛金の増加などがあったものの、未払消費税、長期借入金、繰延税金

負債の減少などから、当第１四半期会計期間末4,185百万円と前事業年度末に比べて13百万円減少しておりま
す。
純資産につきましては、その他有価証券評価差額金の減少があったものの、四半期純利益の計上などから、

当第１四半期会計期間末3,876百万円と前事業年度末に比べて36百万円増加いたしました。

②キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間におきましては、賞与引当金の減少、売上債権の増加、未払消費税等の減少、長期借
入金の返済による支出などの資金減がありましたものの、税引前四半期純利益の計上、減価償却費、仕入債務
の増加、有形固定資産の売却による収入、貸付金の回収による収入などの資金増によりまして、前事業年度末
に比べて７百万円増加（前年同四半期会計期間は118百万円増加）しており、資金の残高は675百万円となりま
した。

（３）業績予想に関する定性的情報
当第１四半期会計期間の業績は、当初予想値を上回る状況で推移しておりますが、今後の需要動向や原燃料

価格の動向など先行きの不透明感もあり、当社を取り巻く経営環境がより厳しくなることも予想されます。し
たがいまして、現時点では、平成22年５月13日に公表いたしました第２四半期累計期間・通期の業績予想を変
更いたしておりません。
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２．その他の情報

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

簡便な会計処理の適用

棚卸資産の評価方法

当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。

固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分

する方法によっております。

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

資産除去債務に関する会計基準の適用

当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。

これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ０百万円減少し、税引前四半期純利益は７百万円減少して

おります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は９百万円であります。

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

当第１四半期会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成20年９月

26日）を適用し、商品及び製品の評価方法を後入先出法から移動平均法に変更しております。

これにより、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益は、それぞれ33百万円減少しております。

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要

当社の業績につきましては､前事業年度まで、長期にわたり低迷しており、営業損失が継続し企業経営に

影響を与える重要事象等が存在しておりました。

この状況に対して、当社では､平成21年度から平成23年度までの中期事業計画を策定し、経営基盤の強化

から持続的な成長を掲げ､業績の早期回復と収益構造の改善に取り組んでまいりました。

その結果、当第１四半期会計期間においては､売上高の増加及び設備稼働率の上昇などにより、営業利益

を計上することとなりました。また、今後につきましても､リチウムイオン２次電池の部材として将来の

大きな成長が見込まれるチタン酸リチウムの事業化、超微粒子酸化チタン及びトナー向け酸化鉄の拡販、

徹底したコスト削減などに注力し、ますますの業績の回復と収益構造の改善に取り組むこととしており

ます。

したがいまして、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況は解消されたと判断しておりま

す。

なお､文中の将来に関する事項は、本四半期決算短信提出日現在において当社が判断したものであります。
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3. 四半期財務諸表
(1) 四半期貸借対照表

（単位：百万円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 677 669

受取手形及び売掛金 1,144 894

商品及び製品 1,118 1,140

仕掛品 353 328

原材料及び貯蔵品 433 442

その他 31 110

流動資産合計 3,758 3,586

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,123 1,141

機械及び装置（純額） 1,914 1,960

その他（純額） 428 404

有形固定資産合計 3,466 3,505

無形固定資産 2 2

投資その他の資産

投資有価証券 444 520

その他 401 434

貸倒引当金 △10 △10

投資その他の資産合計 834 943

固定資産合計 4,303 4,452

資産合計 8,061 8,038

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 589 512

短期借入金 930 930

1年内返済予定の長期借入金 416 416

未払法人税等 4 12

賞与引当金 6 35

資産除去債務 6 －

その他 301 307

流動負債合計 2,255 2,213

固定負債

長期借入金 855 895

退職給付引当金 1,000 988

環境対策引当金 4 4

資産除去債務 3 －

その他 66 97

固定負債合計 1,929 1,985

負債合計 4,185 4,198
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（単位：百万円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,443 3,443

資本剰余金 292 559

利益剰余金 81 △267

自己株式 △26 △26

株主資本合計 3,790 3,710

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 85 129

評価・換算差額等合計 85 129

純資産合計 3,876 3,839

負債純資産合計 8,061 8,038
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(2) 四半期損益計算書
【第１四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 1,036 1,495

売上原価 979 1,198

売上総利益 56 296

販売費及び一般管理費

運搬費 － 42

給料及び賞与 30 27

賞与引当金繰入額 2 0

退職給付引当金繰入額 2 2

研究開発費 53 54

その他 105 66

販売費及び一般管理費合計 194 194

営業利益又は営業損失（△） △137 102

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 4 3

不動産賃貸料 － 3

助成金収入 28 －

その他 7 2

営業外収益合計 42 11

営業外費用

支払利息 15 14

その他 7 9

営業外費用合計 22 24

経常利益又は経常損失（△） △118 90

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7

特別損失合計 － 7

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △118 82

法人税、住民税及び事業税 1 1

法人税等合計 1 1

四半期純利益又は四半期純損失（△） △119 81
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△118 82

減価償却費 82 78

賞与引当金の増減額（△は減少） △29 △29

退職給付引当金の増減額（△は減少） △11 12

受取利息及び受取配当金 △5 △5

支払利息 15 14

その他の営業外損益（△は益） △30 2

その他の特別損益（△は益） － 7

売上債権の増減額（△は増加） △173 △250

たな卸資産の増減額（△は増加） 241 6

仕入債務の増減額（△は減少） △122 80

未払消費税等の増減額（△は減少） 11 △39

小計 △140 △39

利息及び配当金の受取額 6 6

利息の支払額 △13 △9

法人税等の支払額 △5 △5

その他の収入 40 －

その他の支出 △4 －

その他 － 18

営業活動によるキャッシュ・フロー △114 △29

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1 △1

定期預金の払戻による収入 1 1

有形固定資産の取得による支出 △60 △0

有形固定資産の売却による収入 － 49

貸付けによる支出 △2 △1

貸付金の回収による収入 － 31

その他の支出 △0 △0

その他の収入 7 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △56 78

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 300 －

長期借入金の返済による支出 △9 △39

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 289 △40

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 118 7

現金及び現金同等物の期首残高 501 668

現金及び現金同等物の四半期末残高 619 675
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チタン工業(株)(4098)平成23年３月期 第１四半期決算短信（非連結）

（４）継続企業の前提に関する注記
該当事項はありません。

（５）セグメント情報
１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、
経営資源の配分の決定及び業績を評価するために､定期的に検討を行う対象となっているものでありま
す。
当社は、酸化チタン、酸化鉄を基本にして組織が構成されており、各製品単位で包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。
したがいまして、当社は、「酸化チタン」及び「酸化鉄」の２つを報告セグメントとしております。
「酸化チタン」は、酸化チタン及び高付加価値品の超微粒子酸化チタンの製造及び販売を行っており

ます。「酸化鉄」は、酸化鉄の製造及び販売を行っております。

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
当第１四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）

（単位：百万円）
報告セグメント

酸化チタン 酸化鉄 計

その他

（注１）
調整額

四半期損益

計算書計上額

（注２）

売上高

外部顧客への売上高 943 535 1,478 16 ― 1,495
セグメント間の内部売上高

又は振替高
― ― ― ― ― ―

計 943 535 1,478 16 ― 1,495
セグメント利益 77 18 96 6 ― 102

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、副産物等の販売を含んで
おります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
該当事項はありません。

（追加情報）
当第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第20号 平成20年３月21日）を適用しております。

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
当社は、平成22年６月29日開催の第112回定時株主総会の決議に基づき、資本準備金267百万円（残額

は292百万円）を減少させ、減少させた金額をその他資本剰余金に振り替え、さらに、その他資本剰余金
を繰越利益剰余金に振り替えて欠損を補填いたしました。
これにより、資本剰余金が267百万円減少し、利益剰余金が267百万円増加いたしました。

４．補足情報

四半期会計期間に係る経営成績
（単位：百万円）

前第１四半期 前第２四半期 前第３四半期 前第４四半期 当第１四半期

(自平成21年４月１日

至平成21年６月30日)

(自平成21年７月１日

至平成21年９月30日)

(自平成21年10月１日

至平成21年12月31日)

(自平成22年１月１日

至平成22年３月31日)

(自平成22年４月１日

至平成22年６月30日)

売上高 1,036 1,085 1,252 1,285 1,495

営業利益 △137 △196 1 35 102

経常利益 △118 △212 2 23 90

四半期純利益 △119 △222 0 74 81

以上
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